
「おはなし会」
４月1日(土)、8日(土)、
22日(土)
10：30～（15分程度）
「おひざでだっこのおはなし会」
4月15日(土）　
11：15～（20分程度）
3歳くらいまでの親子を対
象に絵本や手遊び、わらべ
うたなどをしています。

「託児サービス」
4月12日(水)、19日(水)
10：00～12：00
対象：0歳から3歳
「えいが会」
4月16日(日) 14：00～ 
『ぶあいそうな手紙』
2019年／ブラジル
（123分）

行事予定

図書館からのお知らせ

『シティ・カスタマイズ
自分仕様に「まち」を変えよう』

饗庭伸ほか／著　晶文社

　あなたのまちに、ちょっとした
「余地」はありませんか。この本
は、そういった「余地」を見つける
ところから、ＤＩＹでカスタマイズ
して、活用する方法を教えてくれ
る一冊です。

みんなのとしょかん
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月 火 水 木 金 土 日
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■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

健 康 推 進 員 お す す め 料 理

材料（２人分）

塩もみキャベツのつくね

作り方
①キャベツは8㎜幅に切り、さらにあらく刻む。Aを混ぜてもみ、し
んなりとなったら汁けを絞る。

②ボウルに①とBを入れ、粘りけが出るまで2分ほど練り混ぜ、6
つに分ける。

③フライパンにサラダ油を入れて中火で軽く熱し、②を丸く形づ
くりながら並べる。3～4分焼き、さらに裏返して3～4分焼く。

④余分な油を拭きとり、Cを混ぜて加え、1分ほど煮絡める。
⑤器に盛り、青じそと汁けを切ったおろし大根とゆでにんじんを
添える。

◆問い合わせ先　日野町健康推進協議会事務局　福祉保健課　保健担当　☎０７４８-５２-６５７４

　キャベツを塩もみするとかさが減って甘みが出て
やわらかくなります。たっぷりのキャベツが入った
ヘルシーな肉料理です。春キャベツのおいしい時
季、ぜひお試しください。

健康推進員のおすすめポイント

（１人分）食塩相当量…0.9ｇ／野菜の量…190ｇ

本の紹介

毎日
減塩・野菜３５０ｇ摂取で
生活習慣病予防

※行事・サービスは中止する場合があります。

○返却ポストをご利用ください
　図書館が閉館しているときは、玄関横の返却ポストに
本を返すことができます。向かって左側の幅の広い口が
本や雑誌、向かって右側の幅の狭い口がCDやDVDの返
却口です。ケースの破損を防ぐため、返却口を間違えない
ようご注意ください。
※ポストに返せない資料
　・他の図書館から取り寄せた資料
　・緑色の貸出袋に入っていないCD・DVD

●キャベツ …………  250g
●塩 ………………  小さじ1
●水 …………  大さじ2～3
●豚ひき肉 …………  200g
●小麦粉 …………  大さじ3　
●サラダ油 ………  大さじ1

●水 …………………… 大さじ2
●しょうゆ ………大さじ1と1/2
●砂糖 ………………… 小さじ2
●青じそ …………………… 2枚
●おろし大根 …………… 100g
●にんじん（ゆでておく） … 30g
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令
和
５
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
日
野

町
議
会
3
月
定
例
会
で
は
、
令
和
4
年

度
補
正
予
算
な
ら
び
に
令
和
5
年
度
当

初
予
算
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
・
当
初
予

算
の
ポ
イ
ン
ト
は「
1�

子
育
て
支
援
」

「
2�

コ
ロ
ナ
対
策
」「
3�

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
育
て
る
」の
3
点
で
す
。

　「
1�

子
育
て
支
援
」に
つ
い
て
は
、

国
に
よ
る
子
ど
も
家
庭
庁
の
発
足
や

県
予
算
で
も
子
ど
も
施
策
が
重
要
視

さ
れ
る
中
、
当
町
に
お
い
て
も
子
育

て
支
援
施
策
を
大
き
く
拡
充
し
て
い

ま
す
。
高
校
生
等
の
入
院
時
の
医
療

費
無
償
化
、
小
中
学
校
生
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
利
用
助
成
、
学
卒
後
に
町

内
に
居
住
し
就
職
す
る
者
へ
の
奨
学

金
返
還
支
援
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
の
処
遇
改
善
、
出
産
子
育
て
伴
走

支
援
や
給
付
金
支
給
、
必
佐
学
童
保

育
所
の
増
設
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　「
2�

コ
ロ
ナ
対
策
」と
し
て
は
、
国

に
よ
る
臨
時
交
付
金
は
あ
り
ま
せ
ん

が
町
単
独
に
よ
る
予
算
措
置
に
よ
り

引
き
続
き
の
支
援
を
行
い
ま
す
。「
日

野
町
が
ん
ば
ろ
う
ク
ー
ポ
ン
券
」に

よ
る
商
業
支
援
・
生
活
支
援
、
農
業

経
営
収
入
保
険
へ
の
助
成
、
小
中
学

校
の
学
習
支
援
員
の
配
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。
一
年
を
通
じ
て
そ
の
他
支

援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
3�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
育
て
る
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
に
着
手

し
た
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
育
て

る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
公
共
交
通
を
再
編
す
る「
わ
た

む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
日

野
の
誇
る
べ
き
文
化
を
守
る「
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
」、
脱
炭
素

化
な
ど
環
境
施
策
を
進
め
る「
環
境

基
本
計
画
」、
今
後
の
子
育
て
環
境

を
考
え
る「
幼
児
教
育
保
育
の
在
り

方
検
討
」や
日
野
町
の
魅
力
発
信
の

た
め「
ふ
る
さ
と
納
税
」や「
近
江
日

野
商
人
サ
ミ
ッ
ト
」な
ど
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
6
次
日
野
町
総
合
計
画
の
3
年

目
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
人
口
減
少

な
ど
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
先
人

の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

持
続
可
能
な
日
野
町
を
め
ざ
し
て
誠

心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
も
ご
指
導
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

新年度が
始まりました

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

温
故
知
新

大
字
山
本

　
必
佐
地
区
の
北
東
端
に
位
置
す
る
大
字
山

本
は
、
中
世
の
荘し

ょ
う
え
ん園「
山や

ま
も
と
の
ほ

本
保
」が
あ
っ
た
地

と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
本ほ

ん

多だ

氏
領
、
尾
張

藩
領
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地

域
南
端
に
は
日
野
川
支
流
の
出い

ず
も雲
川が

わ

が
流

れ
、
北
へ
向
か
っ
て
丘き

ゅ
う
り
ょ
う陵
が
広
が
り
ま
す
。

な
だ
ら
か
に
広
が
る
土
地
を
い
か
し
、
昭

和
に
は
新
興
住
宅
地
の
開
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
地
区
の
名
の
由
来
は
、
区
域
に
あ
る

月つ
き
お
か
や
ま

岡
山
の
本ふ

も
と

に
位
置
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
隣
村
で
あ
る
大
字
大
谷
出
身
の
近
世

画
家「
月つ

き
お
か岡
雪せ

っ
て
い鼎
」の
名
も
、
大
字
山
本
の
月

岡
山
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
字
石
原
と
隣
接
す
る
北
端
の
字「
焼や

け
や
ま山
」

で
は
、
縄
文
時
代
の
狩
猟
用
石
器
や
土
器
が

発
見
さ
れ
た「
焼
山
遺
跡
」が
あ
り
、
古
く
か

ら
こ
の
地
が
人
の
活
動
の
舞
台
に
な
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

新
田
の
開
発

　
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
新
田
の
開

発
は
、
日
野
町
域
で
も
４
つ
の
村
で
大
規
模

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
駆
け
は
、
天て

ん

和な

２（
１
６
８
２
）年
の
山
本
新
田
で
、
続
け
て

承じ
ょ
う

応お
う

３（
１
６
５
４
）年
に
中
山
徳
谷
、
元げ

ん
ろ
く禄

年
間（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）に
鳥
居
平
新

田
、
弘こ

う

化か

３（
１
８
４
６
）年
に
上
駒
月
新
田

の
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
村
で
正し

ょ
う

徳と
く

２（
１
７
１
２
）年
に
作
成

さ
れ
た「
江
州
蒲
生
郡
山
本
村
指さ

し

出だ

し
帳ち

ょ
う

」に

は
尾お

林ば
や
し

九く

ろ

う

え

も

ん

郎
右
衛
門
と
い
う
人
物
が
開
発
を

願
い
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
字「
月

岡
山
」の
西
南
隅
付
近
に
は「
尾
林
九
郎
右
衛

門
塚
」が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
発
起
人
の
面

影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
山
本
村
で
は
、
多
数
の
資
料
か
ら
新
田
開

発
に
よ
る
村
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
田
の
面
積
は
合
わ
せ
て
１
０
８

町
８
反
に
お
よ
び
、
そ
の
内
９
町
１
反
を
占

め
る
畑
を
中
心
と
し
た
開
発
で
し
た
。

　
元
禄
13（
１
７
０
０
）年
に
、
村
民
の
手
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た「
新
田
名な

寄よ
せ

帳ち
ょ
う」は
、
総

石
高
が
60
石
あ
る
こ
と
や
、
開
発
地
が
野の

郷ご
う

、

梅う
め

木き

塚づ
か

、
中な

か

ノの

澤さ
わ

、
焼
山
、
扣ひ

か
え

山や
ま

な
ど
の
小

字
に
広
が
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
先
人

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

滋
賀
県
畜
産

技
術
振
興
セ
ン
タ
ー

　
大
字
山
本
の
焼
山
に
あ
る
滋
賀
県
畜
産
技

術
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
畜
試
験
研
究
施

設
と
し
て
畜
産
農
家
に
関
わ
る
技
術
開
発
と

普
及
・
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
歴
史
は
、
戦
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
昭

和
16（
１
９
４
１
）年
に
前
身
と
な
る
滋
賀

県
種し

ゅ

畜ち
く

場じ
ょ
う

が
野
洲
か
ら
大
字
山
本
へ
と
移

転
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
戦
火
が
広

が
る
に
つ
れ
、
兵
舎
や
広
大
な
土
地
を
利
用

し
た
訓
練
の
場
所
と
し
て
、
兵
員
収
容
の
施

設
へ
と
転
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
に
は
本
来
の
施
設
運
用
へ
と
戻
り
、

改
称
を
繰
り
返
し
現
在
の
名
称
と
な
り
ま

し
た
。

　
畜
産
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
ウ
シ
や
ニ
ワ
ト
リ
、
ポ
ニ
ー
、
ヤ

ギ
、
ヒ
ツ
ジ
と
い
っ
た
動
物
た
ち
と
出
会

う
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
、
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
2-

０
０
０
８

【
尾
林
九
郎
右
衛
門
塚
】

【
滋
賀
県
畜
産
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
】
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※行事・サービスは中止する場合があります。
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　図書館が閉館しているときは、玄関横の返却ポストに
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●小麦粉 …………  大さじ3　
●サラダ油 ………  大さじ1

●水 …………………… 大さじ2
●しょうゆ ………大さじ1と1/2
●砂糖 ………………… 小さじ2
●青じそ …………………… 2枚
●おろし大根 …………… 100g
●にんじん（ゆでておく） … 30g

C

あい   ば   しん

A

B

　
令
和
５
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
日
野

町
議
会
3
月
定
例
会
で
は
、
令
和
4
年

度
補
正
予
算
な
ら
び
に
令
和
5
年
度
当

初
予
算
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
・
当
初
予

算
の
ポ
イ
ン
ト
は「
1�

子
育
て
支
援
」

「
2�

コ
ロ
ナ
対
策
」「
3�

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
育
て
る
」の
3
点
で
す
。

　「
1�

子
育
て
支
援
」に
つ
い
て
は
、

国
に
よ
る
子
ど
も
家
庭
庁
の
発
足
や

県
予
算
で
も
子
ど
も
施
策
が
重
要
視

さ
れ
る
中
、
当
町
に
お
い
て
も
子
育

て
支
援
施
策
を
大
き
く
拡
充
し
て
い

ま
す
。
高
校
生
等
の
入
院
時
の
医
療

費
無
償
化
、
小
中
学
校
生
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
利
用
助
成
、
学
卒
後
に
町

内
に
居
住
し
就
職
す
る
者
へ
の
奨
学

金
返
還
支
援
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
の
処
遇
改
善
、
出
産
子
育
て
伴
走

支
援
や
給
付
金
支
給
、
必
佐
学
童
保

育
所
の
増
設
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　「
2�

コ
ロ
ナ
対
策
」と
し
て
は
、
国

に
よ
る
臨
時
交
付
金
は
あ
り
ま
せ
ん

が
町
単
独
に
よ
る
予
算
措
置
に
よ
り

引
き
続
き
の
支
援
を
行
い
ま
す
。「
日

野
町
が
ん
ば
ろ
う
ク
ー
ポ
ン
券
」に

よ
る
商
業
支
援
・
生
活
支
援
、
農
業

経
営
収
入
保
険
へ
の
助
成
、
小
中
学

校
の
学
習
支
援
員
の
配
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。
一
年
を
通
じ
て
そ
の
他
支

援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
3�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
育
て
る
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
に
着
手

し
た
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
育
て

る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
公
共
交
通
を
再
編
す
る「
わ
た

む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
日

野
の
誇
る
べ
き
文
化
を
守
る「
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
」、
脱
炭
素

化
な
ど
環
境
施
策
を
進
め
る「
環
境

基
本
計
画
」、
今
後
の
子
育
て
環
境

を
考
え
る「
幼
児
教
育
保
育
の
在
り

方
検
討
」や
日
野
町
の
魅
力
発
信
の

た
め「
ふ
る
さ
と
納
税
」や「
近
江
日

野
商
人
サ
ミ
ッ
ト
」な
ど
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
6
次
日
野
町
総
合
計
画
の
3
年

目
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
人
口
減
少

な
ど
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
先
人

の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

持
続
可
能
な
日
野
町
を
め
ざ
し
て
誠

心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
も
ご
指
導
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

新年度が
始まりました

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

温
故
知
新

大
字
山
本

　
必
佐
地
区
の
北
東
端
に
位
置
す
る
大
字
山

本
は
、
中
世
の
荘し

ょ
う
え
ん園「
山や

ま
も
と
の
ほ

本
保
」が
あ
っ
た
地

と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
本ほ

ん

多だ

氏
領
、
尾
張

藩
領
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地

域
南
端
に
は
日
野
川
支
流
の
出い

ず
も雲
川が

わ

が
流

れ
、
北
へ
向
か
っ
て
丘き

ゅ
う
り
ょ
う陵
が
広
が
り
ま
す
。

な
だ
ら
か
に
広
が
る
土
地
を
い
か
し
、
昭

和
に
は
新
興
住
宅
地
の
開
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
地
区
の
名
の
由
来
は
、
区
域
に
あ
る

月つ
き
お
か
や
ま

岡
山
の
本ふ

も
と

に
位
置
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
隣
村
で
あ
る
大
字
大
谷
出
身
の
近
世

画
家「
月つ

き
お
か岡
雪せ

っ
て
い鼎
」の
名
も
、
大
字
山
本
の
月

岡
山
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
字
石
原
と
隣
接
す
る
北
端
の
字「
焼や

け
や
ま山
」

で
は
、
縄
文
時
代
の
狩
猟
用
石
器
や
土
器
が

発
見
さ
れ
た「
焼
山
遺
跡
」が
あ
り
、
古
く
か

ら
こ
の
地
が
人
の
活
動
の
舞
台
に
な
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

新
田
の
開
発

　
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
新
田
の
開

発
は
、
日
野
町
域
で
も
４
つ
の
村
で
大
規
模

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
駆
け
は
、
天て

ん

和な

２（
１
６
８
２
）年
の
山
本
新
田
で
、
続
け
て

承じ
ょ
う

応お
う

３（
１
６
５
４
）年
に
中
山
徳
谷
、
元げ

ん
ろ
く禄

年
間（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）に
鳥
居
平
新

田
、
弘こ

う

化か

３（
１
８
４
６
）年
に
上
駒
月
新
田

の
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
村
で
正し

ょ
う

徳と
く

２（
１
７
１
２
）年
に
作
成

さ
れ
た「
江
州
蒲
生
郡
山
本
村
指さ

し

出だ

し
帳ち

ょ
う

」に

は
尾お

林ば
や
し

九く

ろ

う

え

も

ん

郎
右
衛
門
と
い
う
人
物
が
開
発
を

願
い
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
字「
月

岡
山
」の
西
南
隅
付
近
に
は「
尾
林
九
郎
右
衛

門
塚
」が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
発
起
人
の
面

影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
山
本
村
で
は
、
多
数
の
資
料
か
ら
新
田
開

発
に
よ
る
村
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
田
の
面
積
は
合
わ
せ
て
１
０
８

町
８
反
に
お
よ
び
、
そ
の
内
９
町
１
反
を
占

め
る
畑
を
中
心
と
し
た
開
発
で
し
た
。

　
元
禄
13（
１
７
０
０
）年
に
、
村
民
の
手
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た「
新
田
名な

寄よ
せ

帳ち
ょ
う」は
、
総

石
高
が
60
石
あ
る
こ
と
や
、
開
発
地
が
野の

郷ご
う

、

梅う
め

木き

塚づ
か

、
中な

か

ノの

澤さ
わ

、
焼
山
、
扣ひ

か
え

山や
ま

な
ど
の
小

字
に
広
が
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
先
人

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

滋
賀
県
畜
産

技
術
振
興
セ
ン
タ
ー

　
大
字
山
本
の
焼
山
に
あ
る
滋
賀
県
畜
産
技

術
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
畜
試
験
研
究
施

設
と
し
て
畜
産
農
家
に
関
わ
る
技
術
開
発
と

普
及
・
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
歴
史
は
、
戦
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
昭

和
16（
１
９
４
１
）年
に
前
身
と
な
る
滋
賀

県
種し

ゅ

畜ち
く

場じ
ょ
う

が
野
洲
か
ら
大
字
山
本
へ
と
移

転
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
戦
火
が
広

が
る
に
つ
れ
、
兵
舎
や
広
大
な
土
地
を
利
用

し
た
訓
練
の
場
所
と
し
て
、
兵
員
収
容
の
施

設
へ
と
転
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
に
は
本
来
の
施
設
運
用
へ
と
戻
り
、

改
称
を
繰
り
返
し
現
在
の
名
称
と
な
り
ま

し
た
。

　
畜
産
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
ウ
シ
や
ニ
ワ
ト
リ
、
ポ
ニ
ー
、
ヤ

ギ
、
ヒ
ツ
ジ
と
い
っ
た
動
物
た
ち
と
出
会

う
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
、
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
2-

０
０
０
８

【
尾
林
九
郎
右
衛
門
塚
】

【
滋
賀
県
畜
産
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
】
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